	単位操作-１１１
	小規模工事の仕方
（ストレーナーの清掃）
	作　成
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	ポイント

	
	(1) ブロックバルブは「操作禁止」の表示をする。ダブルバルブの場合は両方のバルブを閉める。

(2)(4)熱油の場合は冷却後に行う。冷却が出来ない時にはドレンアウトクーラーを用いると共に、自然発火温度以上の場合は窒素を導入する。

(1)(2)(3)(10) ポンプの脱液、液導入については単－201～206による。
(6) 硫化鉄の存在が予想される場合は、自然発火防止のためスケールを湿潤状態に置くか空気と触れないよう措置を講ずる。
(8) ガスケット及びシール剤は正規なものを使用すること。
(9) 内部流体が300℃以上、又は実績より必要な箇所はホットボルティングを行うこと。
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ドレン、ベントを閉める
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エンドフランジを取付け、ボルトを締付ける





金網をストレーナーにセットする





ストレーナー及び金網の清掃を行う





残留液に注意しながらエンドフランジのボルトをルーズにする





ブロックバルブからの洩れがないことを確認する





ストレーナーのドレンアウトを行う





開始





終了





フランジを開放し金網を取り出す
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ストレーナーをブロックインする
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ストレーナーをブロックアウトする
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フランジのガスケット取替え、シール剤を塗布する





(8)





エンドフランジからの洩れがないか確認する
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上流ブロックバルブを少し開け、ベントよりストレーナー内部のガス抜きを行う
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